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多重債務者対策本部有識者会議 構成員 各 位 
 

東京司法書士会 
会長 山 本  修 

 
弊会主催「多重債務問題対策シンポジウム」の視察について(お願い) 

 
 時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 さて、弊会では、別紙企画書のとおり、平成１９年２月２４日(土)に、都内市区町村多重債務
問題担当者を招聘して標記シンポジウムを開催いたします。 
 多重債務者対策本部有識者会議におかれましては、多重債務問題を解決するための基本方針等

を議論されることになりますが、検討課題であります、「カウンセリング体制の充実」と「セーフ

ティネットの充実」について、本シンポジウムは、都内市区町村の現状と現場の声を聞く、格好

の機会と考えます。 
 是非とも、本シンポジウムをご視察賜り、今後の貴会議におけるご議論のご参考としていただ

きたくお願い申し上げます。 
 なお、ご出席の有無につきましては、お手数ですが、別紙回答書により、弊会までＦＡＸ送信

（０３－３３５３－９２３９）をお願い申し上げます。 

資料２－６ 
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平成 1９年 1 月２５日 
東京司法書士会 
多重債務問題対策委員会 

 
多重債務問題対策シンポジウム企画書 

 
１．趣旨・目的 
 多重債務問題を抜本的に解決するため、貸金業法が改正され、内閣に多重債務者対策本部を設

置、政府を挙げて多重債務問題に取り組むこととされた。 
衆参両院の附帯決議では、政府は、各地方自治体に相談窓口の設置を要請することとされ、政

府のみならず、各地方自治体も相談窓口の設置等、多重債務問題の解決に向け、より積極的な施

策を講じることが必要となる。 
 当委員会では、貸金業法の国会審議を踏まえ、都内市区町村の多重債務問題担当部署に対して、

相談窓口の設置状況・生活福祉資金等制度貸付等についてアンケートを実施したが、今後、市区

町村の相談窓口や生活福祉資金等制度貸付の充実を図るには、多様な取り組み方法の中から各市

区町村の状況に応じた選択が必要となる。 
そこで、都内各市区町村の多重債務問題担当者を招き、多重債務対策に先進的な取り組みをし

ている都道府県・市区町村担当者より、その取り組み方法等を紹介いただき、都内各市区町村の

相談窓口や生活福祉資金等制度貸付等多重債務問題への取り組み向上の参考にしてもらうため 、
標記シンポジウムを開催する。 
 また、各市区町村の多重債務問題相談窓口の充実に伴い、各支部に対して相談員の派遣等協力

要請がなされることが想定されるので、各支部支部長および担当者にも標記シンポジウムへの参

加要請を行うものとする。 
 
２．日 時  平成１９年２月２４日(土曜日) 午後２時～６時 
 
３．場 所  日司連ホール(新宿区本塩町９－３ 司法書士会館地下１階) 別紙案内図参照 
 
４．主 催  東京司法書士会 
 
５．後 援  東京都(予定)、総務省(予定)、金融庁(予定)、日本司法書士会連合会 
 
６．対 象  都および都内市区町村多重債務問題担当者 
       支部長および支部担当者、常設相談運営委員会委員 
 
７．参加費  無 料 
 
８．内 容  午後１時３０分 受付開始 
       午後２時～２時１０分 主催者挨拶(山本会長) 
                  スケジュール等の説明（司会者） 
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       午後２時１０分～３時４０分 都および市区町村の取り組みの報告 
                     (１人２０分×５人計１００分) 
       【報告予定者】(敬称略) 

千葉 理恵子(東京都産業労働局金融部貸金業対策課課長) 
              東京都消費生活総合センター担当者 
              岡田 喜久子 

（豊島区文化商工部生活産業課消費生活センター長） 
              藤井 久美子（新宿区福祉部生活福祉課） 
              生水 裕美(滋賀県野洲市市民健康福祉部市民課消費生活相談員) 
       午後３時４０分～３時５５分 休憩およびパネルディスカッションの設営 
 
       午後３時５５分～５時５５分 パネルディスカッション(９０分) 
                     質疑応答（３０分） 
       【テーマ】多重債務問題解決に向けての地方自治体の役割 
       【パネラー予定者】(敬称略) 
          東京都消費生活総合センター担当者 

岡田 喜久子（豊島区文化商工部生活産業課消費生活センター長） 
藤井 久美子（新宿区福祉部生活福祉課） 

          生水 裕美(滋賀県野洲市市民健康福祉部市民課消費生活相談員) 
          大塚  拓(衆議院議員) 
      【コーディネーター】野口 雅人（東京司法書士会多重債務問題対策委員会委員長） 
       午後５時５５分～６時 閉会の挨拶 
 
９．懇親会  シンポジウム終了後、参加者相互の情報交換・交流を目的として、１階ラウンジ 

において 1 人２千円の会費制で開催する。 





東京司法書士会 行 

FAX 03-3353-9239 

東京司法書士会主催「多重債務問題対策シンポジウム」に関する回答書

 

平成  年  月  日 
 
 

シンポジウム及び懇親会への出欠の御回答について 

 

役 職 御氏名 
シンポジウム

への出欠 
懇親会 
への出欠 

多重債務者対策本部

有識者会議 
   

 
以上 

 


